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原
油
等
価
格
の
高
騰
対
策
を
求
め
る
意
見
書 

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
の
影

響
に
よ
り
世
界
規
模
で
不
確
実
性
が
高
ま
り
、
原
油
の
国
際
価
格
は
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。 

原
油
価
格
の
高
騰
は
、
各
種
石
油
製
品
や
原
材
料
等
価
格
の
高
騰
と
も
相
ま
っ
て
、
生
活
に
関
連
し
た
様

々
な
物
価
の
上
昇
を
引
き
起
こ
し
、
県
民
の
生
活
や
企
業
活
動
等
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
特
に
、

原
油
等
の
価
格
高
騰
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
を
価
格
転
嫁
し
づ
ら
い
農
林
水
産
業
、
運
輸
業
、
中
小
企

業
等
に
お
い
て
は
、
自
助
努
力
で
は
対
応
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
収
益
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
中
、
国
に
お
い
て
は
、
本
年
四
月
二
十
六
日
に
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
原
油
価
格
・
物
価
高

騰
等
総
合
緊
急
対
策
」
」
が
策
定
さ
れ
、
原
油
価
格
高
騰
対
策
と
し
て
、
燃
料
油
価
格
の
激
変
緩
和
策
や
漁

業
、
農
林
業
、
運
輸
業
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
と
い
っ
た
大
き
な
影
響
を
受
け
る
業
種
へ
の
支
援
な
ど
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

原
油
等
価
格
の
高
騰
が
長
引
く
と
、
民
間
消
費
や
企
業
活
動
を
下
押
し
す
る
な
ど
、
国
民
生
活
や
経
済
活

動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
今
後
の
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
経
済
活
動
の
回
復
が
大
き
く
阻
害
さ
れ
か
ね

な
い
。 

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
原
油
等
価
格
の
高
騰
が
国
民
生
活
や
我
が
国
経
済
に
及
ぼ
す

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
社
会
活
動
の
回
復
を
確
か
な
も
の
と
す
る
よ
う
、
原
油
等

価
格
の
高
騰
対
策
を
迅
速
か
つ
的
確
に
講
じ
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
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令
和
四
年
六
月
二
十
九
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